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インタビュー

地域鉄道訪問

▊▊岡山電気軌道の概要
永井）岡山電気軌道の会社や路線の概

要について教えてください。

礒野）当社は，明治43年5月に創立し

今年で109年になります。創立から2

年後に営業を開始しました。電車事業

は岡山駅前から東山間3.1kmの東山

線と岡山駅前から清輝橋間2.1kmの

清輝橋線を運行しています。自動車事

業は，8路線196kmの路線バスと，貸

し切りバスやリムジンバスを運行して

います。また，岡電観光センターで観

光事業を運営しています。

設楽）路面軌道の会社としては歴史が

ありますね。

今村）創立以来，名前が変っていない

地域鉄道のいま －岡山電気軌道－

珍しい会社です。

永井）電車事業の旅客の割合はどう

なっていますか。

礒野）定期が約20％，定期外はICカー

ドが40％，現金が40％となっています。

沼本）ICカードはローカルカードより，

全国交通系カードの利用が多いですね。

永井）全国交通系カードが利用できる

ようになり，便利になりましたね。と

ころで，今，日本全体でインバウンド

が増えていますが。

礒野）海外からのお客様は，ほとんど

いらっしゃいません。週末は後楽園ま

No.6

でのお客様が多少いらっしゃいますが，

バスの利用が多いです。後楽園まで岡

山駅から1.5kmくらいなので，海外

のお客様は歩くようです。

永井）定期外の方はどこから来ている

方が多いのですか。

磯野）1日1万人のお客様のうち，JR

からの乗換えが約4,000人いらっしゃ

います。ICOCAカードが，すごく多

いですね。

永井）電車事業で，今，力を入れてい

ることは何ですか。

礒野）イベント電車の“おかでんチャ

　地域鉄道各社は，厳しい経営環境のもと，
技術力の維持・継承や設備の経年劣化への対
応などさまざまな課題を抱えています。鉄道
技術推進センター（以下，推進センターと記
す。）では，地域鉄道各社を訪問し，地域鉄道
の現状をお聞きするとともに，推進センター
の活動に対するご意見を伺っています。ここ
では，2019年8月に訪問した岡山電気軌道で
のインタビューの内容をご紹介させていただ
きます。

　岡山県岡山市で東山線，清輝橋線の2路線の路面電車を運
行する地域鉄道事業者。両備グループに属し，路面電車のほか，
バス事業なども営む。本社は東山線終点（東山・おかでんミュー
ジアム駅）にある。
　全長4.7km，電停16駅。

岡山電気軌道（おかやまでんききどう）
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ギントン電車”を今年3月から始めま

したので，街中をチャギントンの町に

していきたいですね（笑）。街づくり

に力を入れて，コンセプトとして，「歩

いて楽しい街」，「子供たちが夢をもて

る街」，軌道で街を変えていけるので

あれば，楽しい街にしていきたいと

思っています。安全に人を目的地に運

ぶことが使命ですが，それに加えて，

乗り物が主体で乗ってきてもらい，そ

こに人が集ってもらえるような街にし

ていきたいという思いがあります。

永井）チャギントン電車にリピーター

はいらっしゃいますか。

礒野）多少はいますが，まだそれほど

多くはないですね。アンケートの結果，

85％は満足ですが，7～8％はさわが

し過ぎるなどの声があります。中で踊

りやゲームをするイベント電車なので，

そこは申し訳ありませんというしかな

いですが，静かな時間も作ろうとはし

ています。

永井）おかでんミュージアムの入場券

もついているのですね。

礒野）おかでんミュージアムの入場券

と記念品と1日乗車券がついて，大人

3,500円です。

永井）チャギントン電車を作った経緯

について教えてください。

礒野）両備ホールディングスの松田社

長が乗ることを目的にした電車を創り

たい，岡山の街を子供たちの笑顔で

いっぱいにしたいということで，チャ

ギントンの版権を持っていたフジテレ

ビ様と岡山の街を盛り上げようという

話になり，実現したものです。

永井）デザインは水戸岡鋭治さんです

よね。外側のデザインもしていただい

たのですか。

礒野）中も外も全部ですね。前の顔は，

キャラクターを基にデザインされまし

た。オリジナルのままでは再現が難し

いので，そこは電車の形状に合わせて

デザインしてもらいました。運転がで

きないといけないということで，相当

苦労されたと聞いています。中は完全

オリジナルですね。

今村）前面の窓が小さくなったので，

5つカメラを用意して，運転台から車

両の真下まで見えるようにして，運転

視界をサポートしています。

永井）水戸岡さんは岡山のご出身でし

たね。

礒野）岡山市内にご実家があります。

20年程前，市民団体「公共の交通ラク

ダ」が水戸岡さんに講演をしてもらっ

たとき，聴講者から「ストラスブール

で走っている路面電車のようなデザ

インをしてもらえませんか」とのリク

エストがきっかけとなり，低床車両

9200形（MOMO）のデザインをしてい

ただくことになりました。

永井）そういう関係でつながってい

るのですか。MOMOについてですが，

海外から導入した車両だと思いますが，

部品調達などに課題はございませんか。

礒野）弊社が導入する前にほかの事業

者さんが導入していて，1年ぐらいの

実績がありました。その知見を活
い

かし

て台車はそのままでもいいけれど，車

体や中の電装品を日本製でやるとの条

件で導入しました。

岡山電気軌道路線図（岡山電気軌道HPから転載）

おかでんチャギントン電車
（岡山電気軌道HPから転載）

低床車両9200形（MOMO）
（岡山電気軌道HPから転載）
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設楽）MOMOは2編成ですか。

今村）MOMOはチャギントン電車を

含めて3編成で現在運行しています。

▊▊JR岡山駅乗り入れ
永井）岡山電気軌道のJR岡山駅乗り入

れの話について教えてください。

磯野）MOMO導入を検討している頃

（2000年頃）に検討を始めましたが，

実は，最初は30年前の昭和63年（1988

年）に岡山商工会議所から路面軌道の

環状化の提案があり，そのときに駅へ

の乗り入れをしたいと弊社が表明した

のが始まりです。

永井）環状化の話があったのですか。

今村）ただ回すだけではだめで，交通

結節を良くしないといけないというこ

とで，岡山駅への乗り入れと環状化を

セットにしてはどうかと，弊社から提

案しました。

永井）環状化の話はどうなったのですか。

礒野）環状化の話は9月からの会議で

話し合われる予定です。駅の乗り入れ

は本日特許申請いたします。

設楽）今後のスケジュールはどうなっ

ていますか。

礒野）これから軌道敷設の工事施工認

可申請の準備をします。岡山市様の予

定では2023年度中に工事を完了させ

たいということを聞いています。

永井）駅までの100m区間は上下分離

ですか。

礒野）都市計画なので，社会資本整備

基金でやります。軌道敷の1/3は弊社

が負担します。

永井）実現が待ち遠しいですね。

▊▊メンテナンスの課題と社員育成
永井）話は変わりますが，施設のメン

テナンスで何か課題はありますか。

今村）車庫に課題があります。低床電

車は，長さ12mの単車に比べて2両編

成で18mの電車ですので，車庫内で

のトラバーサーなどの移動設備が対応

しておらず，メンテナンスの効率の点

で課題があります。

設楽）軌道のメンテナンスは，いかが

ですか。路面軌道なのでレール交換な

どは大変だと思いますが。

今村）定期的にやっています。ただし，

ちょうど昭和の終わりから，平成にか

けて軌道拡幅中央柱化ということで

75％のレールを交換しており，それ

からしばらくは軌道のメンテナンスコ

ストが下がりましたが，30年が経過

して，今後，検討が必要になってくる

と思います。

永井）併用軌道だと車が走って，レー

ルの両側の舗装が欠けることがあると

思いますが。

今村）併用軌道は上をアスファルトで

覆っているので，整備にコストがかか

ります。とくに交差点は傷みやすいで

すね。また，レールの両側の舗装が傷

むと，車いすで横断歩道を利用される

方からのご指摘があります。何か別の

構造，連接軌道などを入れた方がいい

のかもしれません。

永井）道路管理者は手当してくれない

のですか。

今村）道路管理者には，横断歩道の交

差点側までしかみてもらえませんね。

永井）社員の育成については，どのよ

うに教育されていますか。

今村）技術系の新入社員については新

入社員教育と，フォークリフトなどの

必要な免許を取らせています。また，

年間計画を立てて教育していますが，

推進センターの「事故に学ぶ鉄道技術」

を活用しています。

設楽）社内教育に活用していただいて

いるのですか。

今村）はい。また，電気では会社が費

用を負担して電気工事士や電気主任技

術者免状を取らせています。担当外で

すが，電気担当以外の課員も積極的に

資格を取得しています。

設楽）オールマイティーになっていき

ますね。

今村）不要な知識はないので，土木担

当でも，テスターを扱えますし，電気

の配線や補修もします。

永井）人の運用の幅が広がりますね。

今村）トロリー線やレールの交換など

は外注しますが，レール継目の補修や，

ちょっとした調整などの保守作業は直

営でやっています。技術の継承という

話につながりますが，土木に電気も合

流して，勉強会だけではなく，実際の

工事も行っています。

設楽）実務研修的な教育を兼ねている

わけですね。

今村）検査業務はほぼ直営で行ってい鉄道総研の現地調査（車軸の超音波探傷）
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ます。すべて外注にすると小回りが利

かないということもあって，私の前任

から，大きな工事は外注ですが，検査

業務やちょっとした修繕は直営で行う

ように変えました。

永井）安全に対する意識の確保につい

て，どのような取り組みを行っていま

すか。

礒野）安全は安全管理室が両備ホール

ディングスにあって，トップダウンで

徹底的にやっています。

永井）どういうメンバーが，安全管理

室のメンバーですか。

礒野）両備トランスポートのトップが

委員長で，両備ホールディングスの松

田社長が委員長の補佐で管理室のトッ

プです。毎月1回は必ずグループ会社

の全部署，空も海もタクシーも路面電

車も，事故，クレーム，インシデント

について報告し，危ないところは，全

部ドライブレコーダーで検証していま

す。弊社内には，安全マネジメント委

員会が月に1回あります。

　また，内部監査として，バスと路面

電車が一緒になって，運転手の勤務状

態を毎月確認しています。

今村）技術系は，計画に基づいて教育

しています。運転は，毎月，必ず机上

教育，添乗指導をしています。

磯野）それでも事故があります。

今村）全車両にドライブレコーダーを

設置し，机上教育で事故の映像を見せ

て，水平展開しています。

▊▊推進センターの技術支援
永井）鉄道総研と推進センターの印象

について，聞かせください。

礒野）大手や準大手の事業者の相談に

対応されていて，我々のような小さな

事業者は相手にしないだろうと，昔は

思っていました。

今村）そういう風に考えてもいたし，

今まで弊社に大きな問題もなかったの

ですが，昨年車両に問題が発生した際，

電話をさせていただいたところ，対応

が早く，非常に助かりました。それま

では，正直，敷居が高かったものです

から。

永井）そういわれるところが多いので

すが，敷居を下げるにはどうしたらい

いでしょうか。鉄軌道事業者が集まる

さまざまな会議には参加して活動紹介

などをさせていただいておりますが。

今村）顔を合わせていなかったら，ま

ず相談はしませんね。

設楽）御社とは，全国路面軌道連絡協

議会で顔を合わせていたので，ご連絡

いただけたのかなと思います。

今村）顔を合わせていないと，絶対に

連絡しない（笑）。弊社が東京にあれば，

気軽に連絡するのかもしれません。

永井）できないこともありますが，と

りあえず何でも聞いてください。

今村）昨年，相談して車軸の探傷につ

いての講習もしていただきましたが，

技術的にはっきりと見解を示していた

だきました。また，レポートもわかり

やすく解説していただき，大変助かり

ました。

永井）お役にたてて何よりです。とこ

ろで，推進センターから報告書などを

送付させていただいていますが，ご覧

いただいていますか。

今村）RRRはみています。

永井）会員用のホームページがござい

ますが，使っていただいていますか。

今村）たまに利用させていただいてい

ます。

永井）先ほど「事故に学ぶ鉄道技術」教

材は活用していただいているとのこと

ですが，昨年発刊した同教材のヒュー

マンファクター編の内容などについて，

10月（2019年10月）末から全国4か所

で講演会を開催します。

磯野）ヒューマンエラーの事故の紹介

をされるのですか。

設楽）教材の記事（事例）の紹介と，

ヒューマンエラーの基となるヒューマ

ンファクターに関する鉄道総研の知見

を紹介します。

礒野）ぜひ，参加させたいと思います。

永井）推進センターの情報サービスで，

メールマガジンや会報にいろいろな情

報を紹介していますので，ぜひ，ご覧

ください。

　最後に，鉄道総研と推進センターに

期待することは何かございますか。

礒野）おそらくこれからも，相談する

ことはでてくると思います。

今村）つながりがあれば，今後も，相

談させていただきたいと思います。

永井）本日は長時間に渡りどうもあり

がとうございました。

磯野専務（左）と永井センター長（右）


